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秋田県の『県民防災意識高揚強調週間』にあわせ、24日（金）、本校でも地震を想定して基本的な

行動を確認するための避難訓練を行いました。

Ｑ：地震が起きたら、まずすることは？

Ａ：子どもたちは、先生の指示を聞く、机の下に隠れる、「お・か・し・も」を守って避難する。

先生たちは、指示を出しながら戸を開けて出入り口を確保する、火や電気を消す、誘導する…。

Ｑ：地震の後に続いて起こりうることは？

Ａ：建物が壊れる。ガラスが割れて飛び散る。棚や塀が倒れてくる。閉じ込められる。火事にな

る。津波がくる。地割れがある。土砂崩れがおこる…。

Ｑ：地震で怖いと思ったことのある人は？

Ａ：約半分の子どもたちが手を挙げました。

子どもたちはよく知っていました。そこで、「自助」に加え、

特に上学年に向けては、みんなで力を合わせて助け合う「共

助」についても期待していることを話しました。７月19日に

予定している「地区合同引渡訓練」や様々な災害を想定した

学習の際に、具体的にできることを考えさせていきたいもの

です。

大きな災害を経験していない子どもにとっては特に、その

怖さを実感して備えることは難しいことです。これからも、油断せず、慌てず落ち着いて行動でき

るよう、折にふれて指導を繰り返していきたいと思っています。ご家庭でも、災害への備えについ

て話題にしてくださるようお願いします。

大仙市教育委員会の事業として派遣いただいた

今年の夢先生は、画家の小山内愛美先生。夢先生

トークの時間には、生い立ちや絵描きという仕事について、映像や実物を交えてお話をしてくださ

いました。工作タイムには「モザイクコースター」作りを指導していただきました。先生からは、

トークと工作タイムを通して、「夢をもつことのすばらしさ」、「それに向かって努力することの素晴

らしさ」などを伝えていただきました。

おかげさまでグラウンド及び周辺の整備が進み、地区運動会に向けて練習にも力が入ります。限

られた時間の中ではありますが、精一杯のパフォーマンスができるよう、一丸となって頑張ってま

いります。
※今年度新たに北村方面に２カ所、安全表示の看板を追加し、総務部の事業として、角六線沿い４カ所に設置してもらい

ました。

５年生へ「夢の教室」
～ 画家 小山内愛美氏をお迎えして ～

「自分自身の安全は自分で守る」第２弾 避難訓練を行いました

第１回ＰＴＡ早朝作業終了 ２日(日)運動会には皆さんおそろいでご参加ください


